
第 11期富士通グループ環境行動計画 
 
第 11期環境行動計 目標と実績 

 

目標 基準年度 
2025年度 
目標 

2025年度 
結果 

お客様・社会 

SX に資するソリューション開発
や取組を推進 

 2023年度︓環境への貢献を測る指標を策定 
2024-25年度︓貢献量を測定し公開 

 SX のリーダーとして客観的評価の獲得 

― SX に資する 
ソリューションの 
提供 

SX リーダーとして 
認知向上 

自社・サプライチェーン 

気候変動
(注) 

スコープ 1,2  事業拠点の GHG排出量を 2025年度末までに 
基準年より半減させる 

 再生可能エネルギー使用率を 2025 年に 50%以上まで
拡大 

2020年度 50%以上削減 71.5% 削減 

スコープ 3 
(カテゴリ 11) 

 製品の使用時消費電力によるCO2排出量を12.5％以上
削減 

2020年度 12.5%以上削減 46.0% 削減 

スコープ 3 
(カテゴリ 1) 

 サプライチェーンにおける GHG排出削減の推進 
 主要お取引先において、排出削減目標が 
設定されること（SBT WB2℃相当） 

 GHG削減データ収集・仕組みの構築・展開 

― 目標設定完了 100% 設定 

資源循環  サーキュラーエコノミー (CE) 型ビジネスモデルに資する 
製品・サービスの開発 

― CE ビジネス製品・
サービスの開発 

CE 型ビジネスモデル
への変革推進によ
り、全製品事業部で
CE が開発の共通テ
ーマとして定着 

 水削減施策を積み上げ、水使用量を 57,000m3以上 
削減 

― 57,000m3 以上 105,000m3 

削減 

 サプライチェーン上流における水資源保全意識の強化 
 主要お取引先へ水資源の重要性など、意識強化の 
取り組みを依頼 

― 依頼完了 100% 依頼 

自然共生  サプライチェーンを含む自社の企業活動の領域において、 
生物多様性への負の影響を 12.5%以上低減する。加え
て、生物多様性への正の影響を増加させる活動を推進 

2020年度 12.5%以上低減 36.3% 低減 

(注) 気候変動 : スコープ 1,2,3が対象。事業買収と売却を調整した値 
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